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デル

The Fault model of the 2017 earthquake (M5.6) in the Eastern flank of

Mt. Ontake estimated from precise leveling survey data
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　2017年6月25日、御嶽山東山麓の長野県南部を震源とするM5.6の地震が発生し、最大震度5強（長野県王滝

村および長野県木曽町）が観測された。御嶽山の東山麓では、1970年代後半から現在まで群発地震が継続し

ており、このM5.6 地震の震源は群発地震の震源域に位置する。 

　御嶽山の東山麓には水準路線が設置されており、精密水準測量を繰り返し実施してきた。東山麓には、路線

距離38㎞・水準点数98点で構成される桟路線、屋敷野路線、木曽温泉路線、中の湯・御岳ロープウエイ路線

が設置され、2017年4月・2018年4月には全路線の測量が実施されている。また、2017年9月にはM5.6 地震

を受け、震源に近い一部路線の緊急観測が実施された。 

　M5.6 の地震を含む期間の2017年4月24日～27日と9月10日～11日の測量結果を比較すると、BM16を基準

として屋敷野路線および木曽温泉路線に隆起が検出された。最大隆起は屋敷野路線のBM213の28mmである。 

　水準測量では、水準路線上のみでしか地殻変動が検出できず、M5.6地震による変動の広がりを面的にとらえ

ることはできないため、地震を挟む期間のALOS-2/PALSAR-2のデータについて干渉SAR解析を行い、水準測

量と干渉SAR解析で変動が検出された領域がほぼ同じであることを確認した。 

　この地震の断層モデルとして、1枚の矩形断層を仮定し、断層パラメータの推定を行った。断層パラメータ

の初期値として、地震発生から1ヵ月分のM>0の地震に対してDD法を用いて決定された合計42個の震源

データを使用し断層の形状を決定した。断層パラメータの初期値を中心に最適パラメータの探索を遺伝的アル

ゴリズムによって行うことで、1枚の矩形断層によって水準測量で検出された上下変動はおおむね説明できる

ことが明らかとなった。 

　地震発生後の2017年9月～2018年4月の測量結果の比較からも、BM16を基準として屋敷野路線および木曽

温泉路線に約5㎜の隆起が検出された。群発地震域では、群発地震活動が比較的活発であった2002～2004年

にかけて隆起が検出されており、球状圧力源も推定されている。地震後の隆起が今後も継続するのか測量を継

続する必要であると考える。 
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